プ 7 の | U 上 63 


EIGA 全国 各地 か ら ご 参加 いた だ け ま す 


JTB ラ ンド ツア ー 


SM ゆく 旅 


紙 JTB ロ イセ ル ロ ー ド 銀座 


少し ずつ 日 常 を 取り 戻し 、 旅 へ の 期待 も 高まり つつ ある 
今日 この 頃 で す が 、 まだ まだ 海外 へ の お 出かけ は 二の足 を 
踏ん で し まう と いう お 声 を 頂戴 する こと が あり ます 。 
旅先 で の 異 文化 や 壮大 な 自然 を 目の当たり に し た 時 の 感動 を 
再び お 客 様 と 共に し た いと いう 思い か ら 、 海 外 企画 担当 者 が 一 念 発起 。 

全国 の JTB の スタ ッ フ と 知る 人 ぞ 知 る 穴場 や ユニ ー ク な 和 観光 を 一 緒 に 探し 、 
海外 旅行 好き な 方 に こ 興 味 を 持っ て いた だ ける よう 、 ツ アー を 企画 し まし た 。 ] 
今 だ か ら こ その 、 こ こ だ け の 旅 へ ご 一 緒 に で か け ま し ょ う 。 


1 トチ K ws ja 人 
し RS 
リナ 」 AA 穴 


と 


ン 人 還 ME 間 洛外 旅行 も つい に 再 スタ ー ト し ます ! PEIZSD 2 
紅 ゲ ラン ドブ アー 


『 パ ッ ケ ー ジ ツア ー で も ゃ っ と 自由 に 』 が コン セプト の 「77TB が ゲラ ンド ツア ー」 と 
ゆったり 上 質 な 旅 と し て と ど 愛 願い た を だ いて いる 「 心 ゆく 旅 」 が 一 つ に な り ま し た 。 
ヨー ロッ ッ Y、 北 米 、 オ セア ニア 、 ア ジア 、 ハ ワイ (2022.70 月 一 2023.3 月 ) 

く コ ー ス の 一 例 > と の 他 に ゃ 各国 多数 コー ス を ど 用 意 し て いま す 。 

火山 の 島 ・ ハ ワイ 島 と ホノルル 7 日 間 


市 十字 星 が 輝 く 国 ニュ ー ジ ー ラ ンド ゆっ た り 周 遊 8 日 間 
お 洒落 な パリ の 休日 7 日 間 

ぐる スペ イン 3 都 め ぐり 8 日 間 

金 憧れ の 3 都市 と 中 世 の 古 都 イタ リア 周遊 10 日 間 


その 他 、 ビ ジネス クラ ス の 旅 「 夢 の 休日 」、 テ ー マ の ある 旅 「 カ ル テ ッ ト 一 美 の 旅 、 講 師 同行 の 旅 、 
音楽 の 旅 ラ イブ ー」 も ご 用 意 し て いま す 。 
2 (〈 メ ー ジ ) ホー ムペ ー ジ > か ら デ ジタル パン フレ ッ ト を ど 覧 生 く だ さい 。 https://www.jtb.co.jp/luxurytravel/index.asp 


SSN( 


コー ス 個 別 相談 予約 制 


本 パン フレ ッ ト 掲 載 の ツァ アー に ど 参 加 検 討 
され て いる お 客 様 を 対象 に 、 ど 来店 また 


は お 電話 に て 、 企 画 担当 者 また は 同行 添 
乗員 に 直接 ど 相 談 い た だ け ま す 。 ど 希望 
の 方 は 7TB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 国内 旅行 
デス ク へ お 電話 で お 問い 合せ くだ さい 。 


流 乗 経験 尊 堂 な が 同行 


全 コ ー ス に お いて 同行 する 添乗 員 が 決定 し て お り ち 、 各 コー スペ ー ジ に 添乗 員 か ら の メッ セー ジ を 掲載 し て いま 
す 。 旅 へ の 熱い 思い と と ゃ も に 、 誠 心 誠 意 、 皆 様 を エス コー ト い た し ます 。 
※ 該 当 添乗 員 の 諸事 情 に より 変更 に な る 場合 は 、 事 前 に ご 連絡 し ます 。 


連 泊 を 取り 入れ し っ か り と 稔 光 の で きる 


他 の ツア ー で は あま り 訪れ な 場所 や 全国 の JTB ス タッ フ と 一 緒 た 探し を た まだ 知ら れ て いな い 知 る 人 ぞ 知 る 
穴場 訪れ ます 。 各 コー ス 1 カ ヵ所 は 必ず 連 泊 を ど 用 意 し まし た 。 観 光 の 起点 と まる 街 に 連 泊 する と と で 、 ゆ と り め 
か つ し っ か り と 観光 いた だ ける 日 程 を 確保 し 、 毎 日 の お 荷物 の 整理 を 軽減 いた し ます 。 

※ コ ー ス ペー ジ の 担当 スタ ッ フ メッ セー ジ や も ど 一 読 く だ さい 。( 一 部 コー ス の みる ) 


立地 や 設備 重視 の その 土地 らし さ を 持 っ た 


海岸 沿い や 湖畔 た ど 景 色 に と だ わっ た 立地 の ホテ ル や 歴史 的 な 宿 ど 豪 
華 き ょ ちり そ の 町 らし さや 観光 C の 利便 性 を 優先 と し まし た 。 ま た 、 いずれ る ゃ る 海 
外 旅 行 同様 に 使い 勝手 の 良い ベッ ド の ある お 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 


地元 食材 を 満喫 する へ の こだわ り 屈 斜路 プリ ンス ホテ ル 


食事 は 地元 の 食材 を 中 心 に 、 和 食 の みな ら ず 洋食 メニ ュー も ど 用 意 し 
ます 。 海 外 旅行 で は お な じみ の ワイ ナリ ー 見 学 ・ 試 飲 と 併設 レス トラ ン で 
の お 食事 や ど 当 地 食 材 を ど 賞 味 い た だ く 地 産地 消 レ スト ラン に て フラ ン 
ス 料 理 、 イ タリ ア 料 理 な どの お 食事 を お 楽し みく だ さい 。 


バス は お 一 人 様 2 席 を ご 用 意 czA) 

金 新幹線 は 「 グリーン 車 」 の お 座席 を ご 用 意 

お 荷物 宅配 (復路 の み ) ご 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 挨 反 
最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと う 様 お ひと つ ど 出発 2 一 3 日 前 頃 に ど 挨拶 を 兼ね て 最終 の 


無料 で お 荷物 を お 送り ちい を だ け ま す 。 ど 案 内 を いた し ます 。(※B) 
久 国内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 暫 語 WEEEEEH6 入院 保険 金 日 客 傷害 ) 


当 パ ン フ レッ ト に 掲載 の 全 ツァー の 旅行 期間 中 人 際 害 1.500 万 円 保険 金 日 額 7 ,D000 円 
(※ の は 、 右 記 の 国内 旅行 保険 (「 死 亡 ・ 後 遺 障 論 > 
害 (傷害 )」、「 入 院 保険 金 日 額 ( 傷 害 ) 」、「 通 院 通院 保険 金 日 額 (傷害 ) 航空 機 欠航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 
保険 金 日 額 (傷害 )」) の 補償 (※2) が セッ ト さ 保険 金 日 額 5,000 円 保険 金額 10.000 円 
れ ま す 。 航 空 機 を 利用 する ツア ー に つい て は (1) 袖 償 対象 と な る 期間 は 、 当 ツア ー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し て か ら 


追加 で 「 航 空 機 欠航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 」 自宅 に 帰着 する まで と な り ま す 。 (※2) 当社 が 引受 保険 会 社 で ある ジェ イア イ 
(CX2、※3) の 補償 が セッ ト き され ます 。 傷害 火災 保険 帆 と 別途 契約 する 国内 旅行 傷害 保険 特約 セッ ト 普 通 傷害 保 

険 の 約款 に 基づい て 補償 され ます 。 詳 し く は 取扱 代理 店 まで お 問い 合わ せく だ 
募集 文書 番号 JI2021-301 さい 。(※3) 航空 機 を 利用 し な い ツ アー に は セッ ト さ れ ま せん 。 


※A 一 部 地域 お よび 3 列 シ ー ト や 2 列 シ ー ト の バス を 利用 する 場合 を 除き ます 。 また 、 一 部 の コー ス で は 小回り の きく ジャ ン ボ タク シー 
や タク シー を 利用 する 場合 が あり ます 。 ※B お 申込 み 代 表 者 様 の み へ の ご 連絡 と な り ま す 。 


出発 日 コー ス ペー ジ 
2023 年 石垣 島 ・ 西 表 島 + 竹 富島 5 日 間 P_4.5 
3 月 21 日 ( 火 ) 石垣 島 ・ 星 空 ウ ォ ッ チン ゲ & ク ルー ズ 西表 島 十 竹富 島 ・ 亜 熱帯 の 自然 を 満喫 = 
2022 年 種子 島 + 屋 久 島 5 日 間 5 
12 月 1 日 ( 木 ) 記 児 種子 島 ・JAXA 宇 宙 セ ンタ ー OB スタ ッ フ 特別 解説 見 学 悠久 の 時 が 流れ る 屋久 島 へ 『.677 
2022 年 北 陸 福井 ・ 石 川 ・ 富 山 6 日 間 P.8・9 
10 月 19 日 ( 水 ) 「 北 陸 ク ラフ ト 」 伝 統 工芸 に 宿る 匠 の 技 と 心 里山 里海 た 残る 絶景 を 楽し な 8 
2022 年 東 北 岩手 ・ 宮 城山 形 ・ 福 島 6 日 間 P.10・11 
11 月 4 日 ( 金 ) 海山 の ロー カル 線 乗 車 復興 の 軌跡 新た を 物語 で 紡ぐ 東北 横断 3 
2022 年 北海 道 4 日 間 ド 
10 月 7 日 ( 金 ) 北海 道東 を 巡り 、 壮 大 な 自然 の 営み を 体感 秋 の 層 斜 路 湖 と 阿寒 湖 の 自然 を 愉し な 『.12:13 
10 月 13 日 ( 木 ) 計 信州 ・ 越 後 で 銘酒 と 伝統 工芸 、 世 界 遺 産 候補 の 佐渡 島 で 自然 を 体感 < 
2023 年 隙 岐 諸島 5 日 間 
3 月 21 日 ( 火 ) 島根 半 悠々 の 時 が 織り な す 絶 景 と 神々 の 島 『.15 


石垣 島 ・ 西 表 島 十 竹 富島 5 日 間 


ペケ ジン ヨル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
羽田 空港 (8:00-11:00) 発 - へ 那覇 空港 _- ヽ 石垣 空港 〇 川平 湾 
] | 一 = 石垣 島 泊 (17.30 賠 

321 の 星空 ナイ ト フ ルー ジン グ (ホテ ル 戻 り 時 間 22:00 頂 ) 

0 3 「 舟 蔵 の 里 ] に て 石垣 和牛 を 使っ た お 料理 ロロ 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 石垣 港 ヘン 竹富 港 ニ 一 臨 語 了 箇 斬 竹 富島 観 
光 ( 〇 現地 ガイ ド と 信 多 の 加 也 や 水牛 車 に 乗っ て 〇 赤 瓦 の 街 並 
み を 巡り ます ) 竹富 島内 ( 島 の 食材 、 フ クルマエビ 料理 の ご 昼 
) 竹富 島 港 - ン 石垣 港 乗 り 換 え ンー ン 大 原 港 ・ 西 表 島 = ニ 一 


表 島 泊 (18:00 頃 ) ニー へ 
ーー mme 生垣 島 で 船 を 利用 ア だ 
<O4 の 居り ます .(H 帳 9109G 当 K キ eo あ 。 馬 ブ イ トク ルー ジン グ 


動 …・ 美 原 表 島 の 素材 を 更 っ た イタ リア 料理 の ご 昼 良一 一 

〇 野生 生物 保護 セン ターーー 〇 星 砂 の 浜 表 島 泊 (16:30 引 ) 星空 ナイ トク シー ジン ゲ は 、 夕 刻 か ら 星空 輝く 時 間 に か け て 、 ス ター ウォ ッ チ ング ゲ 。 
※[ 没後 : ヤ エ ヤ マ ヒメ ボタ ル 観 賞 ツ ア (ホテ ル 帰 六 時 間 20: 30 頃 ) 美しい 星空 を 見 ながら 説明 を お 愉し みい を だ け ま す 。 幻 想 的 友 星 の ひか り を 
回 浴 珍 ホテ ル 内 に て 島 料 理 回 国 劉 先 、。 ぱ いた 、 見 る と と が で きま す 。 

ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 〇 西表 大 原 港 ・ 選 べ る プラ ン 【 マ ング ロー ブ の 


ド と 西表 島 ジ ャ ング ルウ ォ ー ク ( 約 2 時 間 ) = 西表 島 泊 (16:00 賠 ) 
回 時 参 ホテ ル 内 に て 島 料 理 國 居 了 


・ 仲 間 川 フ クル ー ズ 】 又 は 【 マ ング ロー ブ の 森 ・ 仲 間 川 カヌ ー 体 験 】 
ー 西表 大 原 溢 ニ ー ジ ビエ 呈 料理 の ご 昼食 一 つ ネ イチ ャ ー ガ イ MM み の 島 、 竹 滞 0 あり 


T せ 


ロ | ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 大 原 港 ペン 石垣 港 一 ご 昼食 一 石垣 空港 
25 ー へ 那覇 空港 -- ヽ 羽田 空港 (18:00 一 21:15) 着 当 区 沈ま SS た の 
エ ハハ ハハ べべ へ べべ へ べべ へ べべ へ べべ へ べべ べべ を 聞き な が ら 、 信 仰 の 
(利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は JTA ま た は RAC ま た は ANA ま た は SNA※ 信 宅 9 
語 は 普通 席 こ な り ます 。 利用 バス 会 社 ) 1・2 日 目 、5 日 目 石垣 島 は 東 運 輸 2-5 PH 

目 、 西 表 島 観光 は 西表 島 交通 の 運 豚 と な り ます る 歴史 探訪 。 水 牛車 に 

島 問 の フェ リー は 天候 ・ 潮 の 千 潮 及び その 他 の 理由 に より 発 北港 や 出発 時 間 ・ 行 各 乗っ て 赤 瓦 の 街並み を 


こ な る 場 合 が あり ます 。 ま た 、 各 島 へ の 観光 が 
程 1 : 星 空 ナ イト フル ー ジ ング は 石垣 島 ドリ ー ム 観 う 
、 混 乗 と な り ま す 。 石 垣 港 か ら ホ テル まで も 混 乗 の 3 し ます 。 天 
より 星 が 見 られ な い 事 も あり ます 。※ 西 表 島 で は 利用 と な り 
また 日程 3・4 日 目 の ヤ エ ヤ マ ヒメ ボタ ル 観 賞 目的 MS ー 体 験 目的 地 で は 、 
ツア ー 業 者 に よる 無料 送迎 を 利用 し ます 。 ※ 日 程 3 ヤマ ヒメ ボタ ル 観 賞 ツ 
アー は 日 没後 約 1 時 間 の 間 に られ る 現 旬 で す 。 和 条件 に より ご 覧 員 け な い 事 も ご 
ざい ます 。 自 然 を 楽し お ツア ー の 為 、 長 袖 ・ 長 ズボン 、 履 き な れ た 靴 、 虫 除け な ど お 持 ち 
いた だ く こ と を お すす めし ます 。※ 裏 表紙 の 「 ご 案内 ・ ご 注意 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 〈1 泊 目 プ 沖縄 県 石垣 島 〉 グ ラン ヴィ リオ リゾ ー ト 石垣 島 ( 洋 室 ・ ツ イン ・ オ ー シ ャ 
ンズ ウィ ング オー シャ ン ピ ビュ ー・ 本 館 テ ィ ン ガ ー ラ 棟 プ 37m) (2 一 4 泊 目 沖縄 県 ・ 西 表 
島 ) 西表 島 ジ ャ ング ル ホ テル パイ ヌ マ ヤ (洋室 ・ ツ イン 28m) 


ゆっ た り と 巡り ます 。 


ご ざい ます 。 
ナイ トク ルー ズ 


Fm 


en 
本 還 
光 


クル マエ ビ 料 理 
(2 日 目 昼食 ) 

島 の 食材 、 ク カル マエ ビ の 料理 
を 島 時 間 に 浸 の 大 が ら 心 ゆ 
くま で 味わい ます 。 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5005-1 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 450,.000 円 530.000 由 
石垣 空港 合流 ・ 石 垣 空港 離 団 390.,000 円 470.000 円 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 5 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
4 


国際 ー ク スカ イ 協 会 に よる 「 星 空 保護 区 」 の 認 
定 を 日 本 で 初め て 受け 西表 石垣 国立 公園 で 
特別 夫 旅 あど 用 意 い た し まし た 。 日 本 有数 の 綺 
央 星空 を 誇る 石垣 島 で 星空 ナイ トク ルー ズ 、 亜 
氏 帯 の 西表 島 で は 希少 な 固有 種 ヤ エニ エ ヤ マ ヒメ ボ 
ゥ ル を 観察 に 行き ます 。 自 然 昔 か な 八重 山 諸島 
を 夜 も 含め て 存 分 に 楽し み ま し ょ う 。 


ュ ュ 4 さ ヾ と たろ 

私 、「 山 口 瞳 」 が ど 案 内 し ます 。 

沖縄 の 離島 で も 届 指 の 人 気 を 誇る 石垣 島 ・ 西 表 島 。 
と 5 の Nd と の ツア ー は 一 歩 踏み 込み 、 島 々 の 大 自然 を より 身近 に 
7 2 の わ og 感じ て い を だ く プ ロ ゲ ラ ム と し て 完成 し まし た 。 
和 ME っ 計 沿 の と 石垣 島 で は 星空 ナイ トク ルー ジン ゲ 、 西 表 島 で は ヤエヤマ 
6 1 ひる c > : = - ヒメ ボタ ル 観 賞 、」 夜 まで お 楽し み が 満 載 で す 。 

八重 山 諸島 の 魅力 を 一 緒 に 体験 し まし ょ う ! 


の 


隊 ・ 


星空 ウォ ッ チ ング (イメ ー ジ ) @OCVB ※ 自 然 現象 の を め 、 ど 覧 頂け な い 場 合 が ど ざ いま す 。 


単 熱帯 の 原生 林 自 然 が 残る 西表 鳥 を ] ' 電導 
3 連 泊 で ゆっ た り 満 喫 1 
マン ゲロ ー ブ が 自生 する 仲間 川 に て カヌ ー を 使っ て 開 近 に 見 な が ら 楽 し め ま す 。(※ ま た は 、 

選べ る プラ ン で 遊覧 船 に よる 同じ く マ ン ゲ ロー ブ が 自生 する クル シー ジン ゲ を お 選び いた だ け 

ます ) 亜 熱帯 の 原生 林 を トレ ッ キ ン ゲ 。 癒 し と 興奮 に 満ち た 探検 を お 楽し みく だ さい 。 


間 - gg ト 石 垣 島 

凍 洋 室 ツイ ン ・ オ ー シ ャ ンズ ウィ ング オー シャ ン ビ ュー・ 
人 室 本 館 テ ィ ン ガ ー ラ 棟 

3 は 珍し い 露 天風 呂 付 の 大 浴場 で ゆっ た り と 


お 寛ぎ くだ さい 。※ 温 泉 で は あり ませ ん 。 


カ 叉 三 体験 (イニ ジ ) 還 @OGVB 


ジャ ング ル に 輝く 隊 間 エー ニー 
ヤエヤマ es- 
ヒメ ボタ ル 人 観賞 


日 本 で 一 番 小 さき な ヤエヤマ 

ヒメ ボタ ル 。 日 没後 の 短い 時 っ フレ イヌ マヤ 
時 間 に 自 然 の 中 で 輝く ホ ぁ | 還 加 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーー 
ル の 幻想 的 な 光景 を 見 に 洋 宝 症 

行き ます 。 亜熱帯 ジャ ング ル に 包ま れ た 癒し の 空間 で 大 自然 を 


※ 自 然 現象 の を め 、 ど 覧 頂け な 場合 が 大 い に 感 じ 、 楽 し か と と の で きる ホテ ル 。 
ど ざ いま す 。 


ヤエヤマ ヒメ ボタ ル ( イ メー ジ ) @motti 


種子 島 十 屋久 島 5 日 間 


王 品 量 


ズ ペケ ジョ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
羽田 空港 (08:00-10:00) 発 鹿児島 空港 一 一 桜 華 亭 に て ご 昼 
民 鹿 児 本 港 較 豆 ヘン 西之表 (種子島 ) 南種子 5 泊 
(17:40 刀 
※JAXA 宇 宙 セ ンタ ー の 〇 B ス タッ フ か ら 宇 宙 ロ ケッ ト に つい て 
ト テ ル 内 に て 受講 ( 約 1 時 間 ) 。 

回 人 ホテ ル 内 に て 和食 騰 属 図 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 JAXA 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー-* 射 場 見 学 ・ 宇 
科学 技術 館 一 一 宇宙 セン ター 内 施設 に て 「 ロ ケッ トカ レー」 の ご 昼食 
宝 満 神社 一 〇 門倉 ! 南種子 島 泊 (17:40 妃 ) 


回 7 ホテ ル 内 に て 伊勢 海老 御膳 剛 屋 タ 漂 に 見 まあ 
ホテ ル (8:30 引 一 〇 千 座 の 岩屋 一 一 広田 遺 貴 ミュ ー ジ アム - 国 委 子 過 ンタ 


ご | 


ゆ 
詞 】 
く 
り 
2 
連 
泊 


史 貴 広田 遺跡 公園 一 郷土 料理 の ご 昼 信 鉄砲 館 西 選 

表 港 -- ン 宮之浦 港 (屋久 島 ) 〇 屋久 島 環 境 文 化 村 セン ター 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 見 学 で は JA 
ス 島 泊 (18:00 周 ) XA の OB に よる 解説 を 聞き な が 

2 ホテ ル 内 に て 和食 画 思 四 ー ュー ら 見 学 。 迫 力 あ る 射場 や 、 打 上 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 つ 〇 ヤク スギ ラン ド ( 屋 久 島 ウォ ー キ ング 約 50 
分 ) = 一 〇 紀元 杉 =ー「 杉 匠 」 (市 場 直送 の 地 人 魚 を 使っ た ご 昼食 ) 
の ) 屋久 杉 工 芸 杉 の 舎 (も の づく り 体 験 ) 〇 屋久 島 八 万 寿 


げ び を 支え る 施設 も 見 学 し ます 。 ま 
を 特別 友 プ ログ ゲラ ム と し て 、 前 日 
の ホテ ル で JAXA の OB に よる 最 


茶園 久 島 泊 (17:00 妃 ) 
ご こ 食 5 し 内 に て 和食 騰 周 居 較 新 ロ ケッ ト に つい て 講座 を 開催 
還 3 8 7 A し ます 。 予 め 知 識 を 得る こと と で よ 
ホテ ル (10:00 頃 ) ーー 〇 千尋 の 滝 「 か た ぎり さん 」 (トビ ウオ の ひつ to 昌 
っ まぶし の ご 昼食 ) 久 鳥 空港 - へ 鹿児島 空港 また は 伊丹 空港 また EMMAm 議 030 ) 邊 学 た 楽し ん で 頂け ます 。 
(月 | は 福岡 空港 -- へ 羽田 空港 (17:00 一 21:00) 着 國 司 


利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 有 航空機 の 座席 は 占 上 と 宇 洒 i が 共存 する 、 パワ ー ス ポッ ト 種 子 島 


普通 席 と な り ま す 。 〈 利 用 パス 会 社 鹿児島 市 内 ・ 鹿 児島 交通 また は 鹿児島 交通 観 e 8 表 「 広 田 遺跡 か ら 始 っ 
光 バ ス 、 種 子 島 、 屋 久 島 交 通 ※ 日 程 4 日 目 は 行程 の 関係 上 、 中 型 バ パス と な り ま す 。 CRE 半 Ro た 店 田 旨 用 5 和 扶 相 伯 夫 
※ 発 射場 見 学 の 際 は 施設 内 専用 バス ( 混 乗 ) で の ご 案 9 と な り ます 。 ま た 、 セン 地 と し て 歴史 上 意味 を 持つ と 共に 、 現 在 で は 日 本 の 科学 技術 の 粋 を 集め る JAXA 宇 
ター 内 で の ご 昼食 は 現地 施設 の スタ ッ フ も 利用 し て いる 為 、 施 設 } 人 案内 出 宙 セ ンタ ー が 置か れ て いま す 。 ま た 、 干 潮時 に だ け 入 る と と が 出来 る 妃 想 的 な 海 錠 洞 
来 な い 場合 に は 、 施 設 外 の 他 レ スト ラン で の ご 案 ! 1 場合 も ご ざ \ ま す 。 「 千 座 の 岩 ょ ゲイ ナミ ッ 然 な 島 で 
時 間 は を グ イヤ に て 人 更 が 生じ る こと が ご ざい ます 。 窟 「 千 座 の 岩屋 (ちく ら の いわ や )」 な ど ダ イナ ミッ ク な 自然 擁する 魅力 的 友 島 で す 。 
※ 裏 表紙 の 「 ご 案内 ・ ご 注 意 | も 必ず お 読み くだ さい 。 


玉 宿 泊 :〈1・2 泊 目 鹿 児島 県 ・ 南 種子 の 往 子 己 い わ さ き ホ テル (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン ・ 
オー シャ ン ビ ュー ノ 約 43m) 〈3・4 泊 目 鹿 児島 県 屋久 島屋 久 島 い わ さ き ホテ ル (洋室 ・ 
デラ ックス ツイ ング 約 42m?) 
※ 注 意 : 種 子 島 宇 買 セン ター・ 宇 宙 科学 技術 館 を JAXA の 〇 B ス タッ フ に よる 解説 に て ご 案内 し ます が 、 
ケッ ト 打ち 上 げ と な っ た 場合 に は 、 打 二 の 約 1 週 間 前 より JAXA 宇 宙 セ ンタ ー: 技 術 館 な ど 施設 に 
入る こと が 出来 ませ ん 。 そ の た め 打上 げ 見 ログ ラム に 変更 させ いた だ きま す 。 な お 、 ロ ケッ ト の 打 
ち 上 げ は 気象 や 機材 の 関係 他 、 延 期 と な り ち 上 げ を ご 覧 頂け な いこ と が ご ざい ます 。 そ の 場合 に も 
ケッ ト が 設置 され て いる 打ち 上 げ 場 を 遠望 し 、JAXA 宇 宙 セ ンタ ー OB スタ ッ フ に よる 解説 を お 聞き い 
た だ く プ ラン で ご 案内 を させ て いた だ きま す 。 な お 、 行 程 を 一 部 入れ 替え て ご 案内 させ て いた だ きま す 。 


最大 12 名 名 参加 可能 | / 添乗 軸 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 1 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5005-2 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 

羽田 空港 発着 480,000 円 560.000 円 
鹿児島 空港 合流 ・ 屋 久 島 空港 杏 団 | 400.000 幅 470,000 円 
添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 5 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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碧海 た 囲ま れ を 「 世 界 で 最も 美しい 射場 」 と 顧 わ 
れる 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー へ JAXA 宇 宙 セ ンタ ーOB 


スタ ッ フ に よる 解説 で 、 施 設 見 学 を し ます 。 

最 先端 の 宇宙 ロケ ッ ト に つい て より 詳し く 知 る と と が 

出来 る よう に 事前 講座 も 開催 し ます 。 そ の 他 、 悠 久 の 

時 を 刻む 種子 島 ・ 屋 久 島 の 大 自然 歴史 や 文化 に ゃ 
etl 人 o ゃ = こ 自 く さ 

NN 触れ る 体験 プロ ゲラ ム も お 楽し みく だ さい 。 


意 い 


私 上田 久美 子 」 が 
ど 案 内 し ます 。 
日 本 に は 、 ま だ 広く 知ら れ て いない 、 上 魅力 あふ れる 


場所 が 沢山 あり ます 。 と の 機会 に 是非 出かけ ませ ん 
pr か ? お 待ち し て いま す 。 


だ eo aa 'W 本 訂 利 重 


ロケ ッ ト エ ンジ ン 
シア ター 


4」 『 
f 


iP 


邦 島 宇 宙 セ ンタ ー・ 宇 宙 科 学 技術 館内 @JAXA 屋久 島 尋 の 滝 


自然 と 「 も の づく り 」 に 触れ る 屋久 島 


数 多く の 屋久 杉 を 見 な が ら 軽 い ト レッ キン ゲ を 楽し ん だ 後に 、 屋 久 島 を 代表 する 「 紀 元 杉 」 に 
会 い に い きま す 。 旅 の 思い 出 と し て 屋久 杉 を 使っ た 世界 に 1 つ だ け の オォ オリジナル 箸 作り の や 、 屋 


食 地元 食材 (伊勢 海老 ) 
(2 日 目 夕食 ) 

種子 島 ・ 屋 久 島 共に 新鮮 な 海 の 

幸 が 楽し ゆめ ます 。 特 に 秋 か ら 解 禁 

され 4 月 まで 漁 が 行 友 われ る 種 

子 島 で は 伊勢 海老 が 楽し め ゆま す 。 


種子 島 い わき き ホ テル 


人 2 ーー ーーーー、 2 ジラ 922 の 7 イジ 
ーー 計 世 2 あじ に リン の に 主計 


屋久 鳥 ( イ メー ジ ) 


箸 づ くり 体験 
屋久 杉 の ゆら ぎ を その まま 
お 箸 に し た 「 仙 人 きん の 箸 


泊 


SH 日 | 


っ シテ ロ 
竹 づ く り 体験 ⑥ 杉 の 富 千 ジ くり 休 験 計ら 〇 杉 の 舎 屋久 島 の 森 に 囲ま れ た 屋久 島 い わ さ き 。 


福井 ・ 石 川 ・ 富 山 6 日 間 


スペ ケン コー リ レ 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 の は 車窓 観光 
羽田 空港 (9:.00-11:00) 発 - ヽ 小 松 空港 前 市 「 お りょう り 京 
] 間谷 |( 直 前 市 宗 町 の 風情 ある 料 点 で 食す | 起 前 和紙 会 席 ] の ご 
10713 昼食 )ーー 〇 和紙 の 里 ・ 族 立 の 工芸 館 あわ ら 温 泉 泊 (17:00 頃 ) 
孝信 ホテ ル 内 に て 会 席料 理 較 昼 | 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 東尋坊 (遊覧 船 ) = 一 〇 九谷 焼 工房 一 金 
沢 泊 (17:00 刀 
四 有 4 ま 参 金沢 茶屋 」 に て 季節 の 素材 を 活か し た 会 席料 理 國 届 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) =ー 〇 尾山 神社 ニーO 兼 六 園 一 「 金 城 櫻 ] ( 加 
賀 の 会 席料 理 の ご 昼食 ) 〇 水引 き づ く り 体験 …… 〇 人 力 車 
に て 長町 武家 屋敷 めぐ リー 金沢 泊 (17:30 細 ) 國 悦 「」 1 
ホテ ル (9:00 央 ) 一 人 千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イーー 輪島 キリ 。。。 人 
| 会館 ……「 ラ トリ エド ウン ト 能登 牛 を 使っ た お 料理 な ど 地産 地 2 1 
| 消 フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) 一 の 珠 洲 製 塩 ( 塩 つ くり 見 学 と 体験 
人 〇 白米 千 枚 田 ( 棚 田 を ウォ ー キ ング ) 輪島 温泉 泊 (18:00 思 ) | J 隊 ク アン 
回 22 計 ホテ ル 内 に て 会 席料 理 國 局 較 還 


日 00 頃 ) = 一 穴水 駅 rrr+「 の と 里山 里海 号 」+rr 前 和紙 の 時 
つ | 七尾 駅 一 氷見 うど ん の ご 昼食 ーー の 富山 ガラ ス 工 房 ( ブ ラス 制作 昔ながら の 道具 を 使っ て の 和紙 すき や 、 
選 体験 ) = 一 富山 泊 (17:15 刀 天 日 干し な ど 制 作 行程 を 見 学 。 
4 き 殆 乗員 お すす め の レ スト ラン へ ご 案内 し ます 。 國 司 較 | 九谷焼 」 の 守 元 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 「 能 作 ] (工場 見 学 と ぐい 知 の 制作 体験 ) 一 一 色 鮮 や か で か わい い 絵 柄 が 人 気 の 陶磁 
「 健 康 膳 薬 都 ] に て 薬 膳 料 理 の ご 昼食 ……O 池 田屋 安兵衛 商店 (見 器 の 工房 を 見 学 し ます 。 
10724| 学 と 丸 薬 づく り 体験 ) 一 富山 駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 了 
東京 駅 (19:.00 一 20:30) 着 朝 昼 | 較 時 剛 人 IN 
IS つつ つ ぴ つつ ププ 「 紙 の と 0 人 で カ 
〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
< 利用 パス 会 社 ) 富山 地 方 鉄道 パス 、 北 陸 鉄道 バス 、 加 越 能 パス ラフ ル で 可愛 い 小物 を 作っ て み ま し ょ う 。 


※3 後 の 水引 き づ く り 体 験 と 人 力 車 は それ ぞ れ 最大 定員 8 名 様 の た め 、 
全体 で 2 グル ー プ に 分 け て 、 交 互 に 実施 致し ます 。 ま た 、 人 力 車 は ツア ー の 他 の 
参加 者 と 混 乗 に な り ま す 。 

jj 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 福 井 県 ・ あ わら 温泉 ? グ ラン ディ ア 芳 泉 ゆ と ろ ぎ 亭 (洋室 ・ 赴 天風 
呂 付 ツイ ング 40m) 

〈2・3 泊 目 ノ 石川 県 ・ 金 沢 》 ホ テル 日 航 金沢 (スタ イリ ッシュ ツイ ン ノ 31mi) 

〈4 泊 目 ノ 石川 県 * 輪 島 温泉 》 輸 島 温泉 八 汐 ( 和 洋室 : ツ イン 40m) 

〈5 泊 目 プ 富山 県 ・ 富 山 〉 富山 エク セル ホテ ル 東 急 ( 洋 室 ・ ツ イン ノ 36m) 


四 伝統 を 守る 「 の 
日 本 に 唯一 残る 揚 浜 塩田 を 訪ね 、 工 程 の 
見 学 と 実際 に 海水 を まく 作業 な ど 体験 。 


いま 、 輝 く 「 ガ ラス 工房 」 
現在 「 ガ ラス の 街 」 と し て 注目 の 富山 市 で 工房 
を 訪ね 、 一 輪 挿 し や ゲラ ス を 創っ て み ま し ょ う 。 


回 「 能 作 』 工 場 見 学 と 


最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 ーー ニー ニー メ ン ブ ラ ー 制 作 体験 
出発 日 2022 年 10 月 19 日 ( 水 ) 


衣 友 * き sl 粋 な 大 人 の 鍋 ( す ず ) の 酒 器 メー カー『 能 作 』 
へ の lssssaa で 作っ た 器 で と っ て お き の 一 杯 を 。 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り )  @ 最 少 催 行人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5005-) 還 請 議 生 還 衣 諾 諾 太 水文 引 | 庫 宮山 の 薬 」 づ くり 体験 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 本 本 = 
ーー に 旧 こ か ら | られ る の フロ ビ の “で 争 
羽田 空港 発 "東京 駅 490,.000 下 | 580.000 3 - 直 三村 ES 本 
内 合流 上 蘭 団 | 450.000 ロ | 540.000 「 回 き MI 二 PMMA 
ーー MVV 幅 JoV 幅 | 本 詳 隊 mm り に 挑戦 併殺 レス トラ ン 「 薬 都 」 で の 薬 膳 料 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 6 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 7 人 因 の 尽 食 も る 楽しみ で す 。 
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加賀 藩 を 中 心 ヒ 英 栄 し た 北陸 は 庶民 に まで 芸 
能 ・ 文 化 が 浸透 し 、 多 様 な 伝統 工芸 が 生ま れ ま 
し た 。 職 人 を た ちの 工房 を 訪ね 、 受 け 継 が れる 技 
と 心 に ふれ ます 。 

きら に 、 昔 か ら 変 わら ぬ 里 山里 海 の 風景 を ウォ ー 
キン ゲ や ロー カル 列車 で 体感 する と と で 、 よ り 深 
く ・ 多 角 的 に 北陸 の 風土 と 文化 を 楽し み ま す 。 


どこ と か 懐か し さ を 感じ る 日 本 の 原 風景 厳し は と 豊 か さ を 
あわ せ ゃ つ 自 然 と 共存 し て きた 、 人 々 の 歴史 と 生活 が そ と 
に あり ます 。 そ の 地 で 脈々 と 受け 継が れ て きた 職人 の 知恵 
と 技 。 と れ か ら も ずっ と 残し た い 「 宝 物 」 を 集め た 旅 で す 。 


ーー 世界 農業 


2 藩政 時 代 の 街並み が 色濃く 残る 金沢 の 街並み を 「 人 力 
JTB 金 沢 の スタ ッ フ 車 」 で 巡っ て いた だ きま す 。 秦 を 尽く し た 工芸 体験 か ら 、 

2 の あー ジ 料 世界 農 業 道 産ま で を 網羅 し た 拘り の 企画 と を っ て いま | 
す の で 、 是 非 ど 参 加 く だ さい ませ 。 


生還 内 還 : 
「 お りょう 9 京 町 萬 谷 」|「 ラ トリ エ ・ ド ゥ ・ ノ ト 」 | 「 健 康 膳 薬 都 」 
(1 日 目 昼食 ) (4 日 目 昼食 ) (6 日 目 昼食 ) 


歴史 ある 街並み の 一 角 | 能登 生 を 始め 能登 の 自 | 老舗 薬 売り に 併設 され 


穏やか を 能登 の 内 浦 
(半島 内 側 の 海 沿 い ) 
を の ん びり 走る 列車 。 
静か な 七尾 湾 と 広がる 
田園 風景 、 こ の 地域 で 
伝統 的 を 黒 ぽ 瓦 の 家屋 が 
連なる 集落 など 、 今 も 
変わ ら ぬ 風景 を お 楽し 
みく だ さい 。 


の と 里山 里海 号 


に た 伴 む 老舗 料 間 。 伝 統 工 


然 の 恵 ろ を 活か し て 調 


た 薬 膳 料 理 レス トラ ン 。 


芸 品 「 越 前 和紙 」 を 使用 | 理 し た 地産 地 消 の フレ ン | 季節 の 素材 と 薬草 を 
し た 和紙 会 席 を ど 堪 能 く | チ ィ レス トラ ン 。 使っ を た お 料理 が 楽し め 
だ さい 。 ESZ 記 


ゲラ ン デ ィ ア 芳 泉 9 
1 日 目 


ゆめ とろ ぎ 亭 2EH 


洋 室 | 露天 風呂 付 ツイ ン 


日 本 庭園 の 静寂 に 包ま れ た 離れ に ある 
全 14 室 の ゆ と ろ ぎ 亭 。 視 天 風呂 付 客室 
(に て 寛ぎ の 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 


= 石川 県 輪島 温泉 


輪島 温泉 八 汐 


和洋 室 | ツイ ン 

能登 半島 の 海岸 建ち 日 本 海 を 一 望 
する 徐 沢 な ロケ ーション 。 能 登 の 海 の 幸 
を 活か し た 美味 し い 夕食 も 人 気 で す 。 


ジャッ ーッ ちと つう 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 鈴 光 
東京 駅 (8:00-9:30) 発 =ー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )= デ = 盛 岡 駅 
1 ーー 一 〇 岩手 公園 一 「 東 屋 」 (そば を 含む 郷土 料理 の ご 昼食 ) 
半田 野 畑 村 、O 北 山崎 断崖 クル ー ズ (断崖 絶壁 が 続く 雄大 な 景観 を 
( 金 ) | 較 船上 か ら お 楽し みく だ さい ) テー 田老 泊 (17:30 頃 
ホテ ル 内 に て 旬 の 人 魚介 を 使っ た 創作 料理 較 昼 | 夕 | 
ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 田老 町 現地 ガイ ド と 「 学 ぷ ぶ 防災] ツア ーーー 
の 山田 町 「 和 海 味 如 い っ ぷく ] (海鮮 丼 の ご 昼食 ) 、 〇 鵜 住居 復興 スタ 


(1 略 ジア ムーー 弟 住居 駅 Ju 三陸 鉄道 (車両 貸切 岩 災 学 習 列車) 
)| 國 mr 宮古 駅 一 一 田老 泊 (17:30 思 
人 ホテ ル 内 に て 旬 の 魚介 を 使っ た 創作 料理 國 司 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 約 180 分 デー 〇 南 三陸 ワイ ナリ ー 見 学 後 、 フ イン と 
っ | と も に 洋食 の ご 昼食 一 - 〇 さん さん 商店 街 一 女川 町 現地 ガイ ド と 
11/6| 街 歩 き テ ーー 仙台 泊 (18:00 妃 ) 
(日 ) 還 夫 傘 替 ホテ ル 内 に て 気仙 沼 産 の ふか ひれ を 含む 中 国 料理 


國 層 耳 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 山形 県 西置賜 郡 [INIPPONIA 白鷹 源内 邸 ] 


4 | 軒 (創作 料理 の ご 昼食 ) 一 荒砥 駅 +H す フラ ワー 長井 線 (車両 貸切 ン 
0 ワイ ン 列 車 ) rr 赤湯 駅 一 一 裏 磐 桶 泊 (18:00 引 ) 
詩 腔 人 符 ホテ ル 内 に て フラ ンス 料理 國 居 図 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 会 津 宮 下 ・ 第 一 只見 川橋 染 ビ ュー ポイ ント ーー 
5 見 果 ( お 黄 才 の ご 昼食 ) = 一 〇 只見 ダム ーー 会 津川 口 駅 rr+( 只 
11/8 見 線 ) HH 津 柳 : 駅 裏 毅 桶 泊 (1 8:30 頃 ) 
0 回 2 め ホテ ル ロ こ て 和 食 会 席 
國 居 恩 


) 一 〈 殴 欄 石 妻 レ ー Ia 四半 泊 
( 水 ) ー ェ 東京 駅 (16:3017:30) 着 國 層 」 


(利用 パス 会 社 〉 1 一 3 日 目 は 岩手 県 北 自動 車 ま た は 東日本 交通 また は ファ ミリ ー 観 光 
また は 仙 塩 交通 、4 一 6 日 目 は 福島 観光 自動 車 

※2 陸 鉄 道 の 車両 デザ イン は 指定 で きま せん 。 

※5 日 目 只 見 線 は 語 の た め 、 混 雑 状 況 に より お 座り いた 
爾 が 離れ る 可能 性 が あり ます 。 
※ 裏 表紙 の 「 ご 案内 ・ ご 注意 ] も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1・2 泊 目 プ 岩手 県 ・ 田 老 〉 消 亭 た ろう 庵 (和洋 室 ・ 離 れ ま た は 展望 棟 ) 
〈3 泊 目 宮 城 県 ・ 仙 台 〉 仙 台 ロ イヤ ル パ ー ク ホテ ル (洋室 ・ ツ イン 37mi) 

ノ 福 島 県 ・ 裏 磐 和 〉 可 毅 桶 高原 ホテ ( 洋 ・ ツ イン グ 約 36m) 


6 ホテ ル (9:00 頃 


だ け な い 場合 や 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 4 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5005-4 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 520,.000 由 590.000 由 
盛岡 駅 合流 ・ 郡 山 駅 離 団 495,000 円 565,.000 由 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 6 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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福島 県 の 会 津 若松 駅 と 新 
況 県 の 小 出 駅 を 結ぶ 只見 
線 。 雄 大 山々 が 四季 を 
通し て 織り 成す 絶景 が 魅 
力 で 、 特 に 人 気 が 高い の 
が 、 第 一 只見 川橋 梁 。 

「 東 日 本 大 震 炎 」 と 「 新 潟 ・ 
福島 豪雨 」 に ょ っ て 、 被 害 
が 特に 大 きか っ た 会 津川 
ロー 只見 駅 間 は 
不通 で し た が 、 
2022 年 70 月 に 
全線 運転 再開 
が 決定 し まし た 。 


t 第 三 具 見 川 机 
只見 線 写真 提供 : 福 島 県 


三陸 鉄道 選 炎 学習 列車 」 
特別 車両 貸切 運行 


被災 地 の 「 今 」 を 列車 で 移動 し た が ら 、「 見 
て 」「 聞 いて 」「 感 じ て 」 い た だ く 、「 震 炎 列 車 」 
に ど 乗 車 。 車 内 に て 震 災 ・ 防 災 に つい て ガ ィ 
ド が ど 案 内 し ます 。 


「 フ ラリー 長井 線 PA 
列車 」 特 別 車 山 貸 切 電 


山形 県 ・ 南 陽 市 の ワウ ィ 
ナリ ー の ワイ ン と お つま 
み を 楽し みな が ら 、 車 
得 IN 内 で は ガイ ド が 山形 弁 
聞 EE 敵 誠 を 交え て と 案内 し ます 。 


貞 提供 : 還 


員 


2 で っ 

Sn た < 

待ち に 待っ を 只見 線 の 全線 運転 が 再開 され ます 。 沿 

線 は 基 よ り 福 島 県 内 ・ 近 隣 テ エリ アァ は 一 段 と 盛り 上 が っ 

い て き て いま す 。 雄 大 友 自 然 の 中 を 力強く 《 走 る 只見 線 。 
列車 の 中 か ら 見 る 只見 川 の 雄大 流れ や 一 番 の お すす め ビ ュー ポイ ント で 
ある 第 一 只見 川橋 梁 。 乗 っ て も 、 外 か ら 眺 め て も 楽し め ゅ る 只見 線 。 心 めく ま 


は 
の 


「 海 の 見 える 」 南 三陸 ワイ ナリ ー 
震 災 後に 仮設 の 水産 加工 場 と し て 
使わ れれ を 場所 を 改修 し 、2020 年 70 賠 
月 に オ ー プ ン し た ワイ ナリ ー。 


ラベ ル の 創作 キリ コ 
江戸 時 代 の 中 頃 か ら 神 社 の 神主 き 
ん に よっ て 始ま っ を た キリ コ 。 ワ イン の 
ラベ ル は 、 そ の 年 の ワウ イン に まつ わる 
物語 を モチ ー フ に 、 毎 年 異 大 っ を キリ 
コ が デザ イン され て いま す 。 


ワイ ン の 海中 熟成 
一 部 の ワイ ン で 取り 組ん で いる 手法 で 、 海 の 中 に 沈め て お く 
と ゆる や か な 揺らぎ や 温度 変化 に よっ て 、 熟 成 が 早まる と 言 
われ て いま す 。 か つて 沈没 船 か ら 熟 成 し を ソ ワ ィ ン が 発見 され 
た と いう 話 か ら 、 コ ヨーロッパ で は 今 ふ 行わ れ て いる 手法 で す 。 


「NTPPONTIA 白鷹 源内 邸 」 
(4 日 目 昼食 ) 


レス トラ ン 旨 (まとい) に て 
敷地 内 に 自生 し て いる 食 
材 や 置賜 で 受け 継が 
て きた 伝統 食 を 取り 入れ 
た 創作 料理 を お 楽し みい My 
た だ きま す 。 ョ ーー ヘム 


生命 を 育む 海 と 山 に 囲ま れ た 東北 地方 。 

その 雄大 友 自 然 の 絶景 を 車 守 か ら 楽 し め る 魅力 的 な 
「 ロ ー カ ル 線 」。 地 震 や 豪雨 の 被害 に ゃ 負け ず 、 復 興 後 
力強く 走り 続け る 三陸 鉄道 と 只見 線 、 フ ラ ワ ー 長 井 線 で 
は 山形 の ワイ ン と と も に 車窓 旅 を お 楽し みい を だ きま す 。 
そし て 、 南 三陸 町 で は 震 炎 後に 誕生 し を ワイ ナリ ー を 訪 
間 、 女 川 で は 再生 し た 街 を 現地 ガイ ド が ど 案 内 し ます 。 


私 、「 渡 部 潜 」 が ど 案 内 し ます 。 


海 と 山 の 両 方 が 楽し め ゆる 3 つの ロー カル 線 に 乗車 し 、 
紅葉 に 染まる 美しい 秋 の 東北 を 堪能 し ます 。 震 災 に つ 
いて 学ぶ だ け で は な く 、「 復 興 後 の 元気 な 街 の 姿 を 見 
て や もら いたい 。」 そ ん な 熱い 想い を 企画 に 込め まし た 。 
美しい 大 自然 と 人 々 の 温か い 気 持ち が 詰まっ た 東北 
で 、 心 癒さ れる ひと と き を 味わい ませ ん か ? 


ガイ ド と 共に 女川 の 「 今 」 を 条 歩 き 

世界 的 建築 家 、 坂 茂 設 計 の 新た な シン 還 還 還 還 打 記 諾 二 計 款 
ン ボ ル 「 女 川 駅 」。2 階 は 温泉 施設 「 女 

川 温泉 ゆ ぽ っ ぱ 」、3 階 は 展望 フロ ア に 

な っ て お かり 、 白 い 屋 根 は 復興 に 向け て 講 
羽ばたく ウミ ネコ を イメ ー ジ し た と 言わ 中 
れ て いま す 。 現 地 ガ イド が 徒歩 に て 女 講 
川 の 街 を ど 案 内 し ます 。 


に ヤン 
「。 直 
2 


ーー 


お 部 屋 の 一 例 


| 潜 享 た ろう ぅ 庵 

り [ 二 洋 雪 | 中 天 風 呂 付 
離れ また は 展望 棟 
高台 に 立ち 、 三 陸 の 海 を 見 下ろ す 全 
13 室 の お 宿 。 獲 れん た て の 三陸 の 旬 の 
魚介 を 味わえ る 和洋 創作 コー ス 料 理 
を お 楽し みく だ さい 。※ 客 室 露天 風呂 は 温 
泉 で は あり ませ ん 。※ 客 室 タ イプ は 選べ ませ ん 。 


骨 稀 高原 ホテ ル 


洋室 | クイ ン 


裏 処 桶 の 豊か な 自然 に 溶け こむ 
ナチ ュ ラ ル か つ モ ダン な テイ スト 
の お 部 屋 あ から は 磐 柳 山 が 眺め ら 
れ 、 解 放 感 が 抜 學 で す 。 


スケ 


に 


ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 


羽 


田 空港 ( 


1:00 一 13:00) 発 


女 満 史 


空港 一 一 〇 網走 湖 拓 


鮭 の 逆 上 見 学 一 C 美 
| ご 食 yg// 


内 に て : 


ウ 


ヒ 
訂 一 


員 衝 路 湖 ) 


良 の コー ス 料 理 


(17:00 頃 ) 


( 


ホテ ル (8:00 
綱 


= 
エロ 
呈 


分 ) 一 
( 約 120 分 ) 


路 湖 ( 魚 料理 の ご 
阿寒 湖 


頃 ) 一 一 〇 認定 ガイ ド と 硫黄 山 トレ ッ キ ング ( 約 


昼 
(16:30 頃 ) 


ロー 


2 府 ホテ ル 内 に て 


良 ) = 一 〇 釧路 川 源流 用 


180 
下り 


國 届 恩 


ホテ ル (9:00 
森 ) ハ イキ ング (1 20 分 ) = 一 地元 名 物 


頃 ) 一 一 〇 臣 紀 層 還 認定 ガイ ド と 不思議 の 森 ( 光 の 


上 


と ワカ サギ の ご 


昼 


クル ー ズ と マ ! 


阿寒 湖 


〇 遊覧 


(14:30 頃 ) 


その 後 、 


由 行 動 
及 府 ホテ ル 内 に て 和 


辿 で 阿 守 


騰 


ノ 


E 観察 


國 居 四 


〈 利 用 予定 航空 会 社 JAL ま た は ANA ※ 航 


ホテ ル (9:00 


で 月 人 
思 台 = ニー0 


9| 17:30) 着 


(利用 バス 会 社 ) 阿 寒 バス 


※ 鮭 の 遡 
ング は 、 履 さき なれ た トレ ッ キ ング シュ 


ト 
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頃 ) 一 一 〇 阿寒 
| 路 和 商 市 場 一 一 釧路 空 : 


然 条 件 の た め 、 ご 覧 いた だ 


際 ツ ル セ ン ター=ー 〇 釧路 混 
田 空 港 (15:00 


| 
敢 


才 応 


國 LI 


空 機 の 』 


証 は 普通 


届 と な り ま す 。 


ます 。※ 太 黄山 トレ ッ キ 


け な い 場合 が あり 


ズ を 各自 < 


意 く 


だ さい 。 ド 


ら 川 湯 温泉 へ 


ム へ の ご 


吸 器 疾 


柔 


患 の 
患 


ある 方 は 


E る つつ じ ク ケ 原 散策 ] へ ご 案 
内 や 安全 性 の 観点 たこ り リツ アー 中 
ご 参加 を お 断り し て お ! 


内 


し ます 


と な る 


。 ま た 、 悪 天候 


大 時 


は 「 硫 黄山 か 
時 は 代替 プロ グラ 


場合 も あり 8 


an 「「 


ます 。 


時 は 代替 プ 


ます 。※ 釧 路 


グラ ム へ の ご 案 


則 


原 流下 り は 他 の 4 


内 


ご 案内 し 


ご 注意 ] も 必ず お 読み くだ さい 。 


たよ 9。 よ 


た 喘息 や 呼 


※ 不 思 議 の 森 ( 光 の 森 ) ハイ キン 
や 安全 性 の 観点 よこ り ツア ー 中 止 と な る 
お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 


画 宿 泊 : 
2・3 泊 


〈1 泊 目 / 北 海道: 


H 綱 路 湖 ) 屈 綱 路 プ ! 


ン 北 海道 ・ 


ンス ホテ 


阿寒 湖 ) あ か ん 遊 久 の 里 稚 雅 別館 ( 和 消 


し ( 洋 


・ レ イク ビュ ー ツ イン 29mi) 
E 室 * 湖 側 プ 45m) 


最大 12 名 


1 


名 参 


復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 10 月 7 日 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 代 コ ー ス 番号 :1GG5005-5 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 390.,000 円 480.000 由 
女満別 空港 合流 * 釧 路 空港 離 団 | 340.000 円 430.000 由 
添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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イク + 


認定 力 守 下 と 直 思 議 の 森 GE の 林 ) 


ハイ キン グ Rmrwmmmmmm 


認定 ガイ ド 同 行 時 の み 入 林 が 許さ れる 特別 友 森 歩き 。 豊 か な 森 を 守り 続け る 前 
田 一 歩 園 財団 の 取り 組み や 、 森 に 入る 楽し み と そ の 不思議 、 動 植物 を ちの 世界 
を 堪能 し ます 。 阿 寒 湖 温 泉 の シー ッ や 桂 の 巨木 が 見 どこ と ろ 。 と の ツア ー 参 加 の 方 


限定 で 森 の ハイ キン ゲ を 楽し み ま す 。 


阿寒 摩周 国立 公園 内 に あっ て 前 田 一 歩 園 財 団 の 私 
有 地 。 前 田 一 歩 園 財団 認定 の 「 森 案内 人 」 の み が 入 
林 を 認め られ て いる プレ ミア ム 示 フィ ー ル ド で す 。 阿 
寒 の 秘密 が 沢山 語 ま っ た 自然 あふ れる 森 で す 。 ス ペ 
シャ ル ガ イ ド が 安全 安心 を ベー ス に 、 楽 し い 森 の 一 
時 を ど 一 緒 さ きせ て いた だ きま す 。 

アド ベン チャ ー ベ ー ス 【SIRI】 チー フ ガ イド 高田 茂 
※ 他 の 認定 ガイ ド の 場合 が あり ます 。 


認定 ガイ ド と 硫 葉 山 ト レッ キン グ 

今 ゃ 活動 を 続け る 硫黄 山 ( ア ト サ ヌ プリ )。 と の 硫黄 山 を 認定 ガイ ド 同 行 で トレ ッ キ 
ン ゲ し ます (距離 : 約 4.5ki、 高 低 差 :1Z8m)。 熱 い 大 地 の エ ネル ギー を 体感 し て く 
だ さい 。( 雨 天 時 は つつ じ ヶ 原 散 策 コ ー ス へ ご ど 案内) 


MM 


屈 斜路 湖 を 源流 に 大 地 を 潤す 釧路 川 、 雄 阿寒 ・ 
雌 阿 寒 岳 に 抱か れ を 阿寒 湖 と その 周辺 の 森 の 自 
然 を 「 体 感 」 し て いた だ く 事 で 、 生 物 多様 性 と 人 
の 営み の 関係 に 新た を な 気づき を 産む コー ス で す 。 


私 、「 和 久保 池 豊 」 が 
ど 案 内 し ます 。 


k 
だ 3 w い 


と 
し 4 
ュ 
っ 
を 
に 


従来 の 北海 道 ウ アァ ー に は な いり 観光 素材 を 発掘 し 、 
JTB 北 海道 の スタ ッ フ の 提案 を も と に 、 今 回 の ツアー 
に アレ ンジ し まし た 。 海 外 旅行 好き な 方 向け の 

アク ティ ブ な 素材 が 詰まっ て いま す 。 

ど 一 緒 に 新しい 北海 道 の 旅 を 楽し み ま し ょ う ! 


> 
| 、。 関 き 、。 
阿寒 摩周 国立 公園 内 の 届 斜 路 湖 ・ 阿 寒 湖 周辺 は 、 森 や や 湖 、 火 山 や ヵ カ ZS 北 
JTB 北 海道 の スタ ッ フ 慌 玩 交 9j 、 様 々 な 生命 の 息吹 に 満ち た 素晴らし い 環 境 が 保 を 勲 北海 道 の 食 を 愉し む 


か ら の メッ セー ジ 和 れ て いま す 。 北 海道 先住 民族 の 「 ア イヌ 文化 」 や 自然 が どの よう に 守 
られ 現在 に 至る の か 、 そ の 歴史 スト ー リ ー を 体感 し て み で 《 だ さい 。 】 和食 は も ちろ ん 、 洋 食 の コー ス 、 屈 


5 思 議 の 條 斜路 湖 で 捕れ を 魚 料理 、 名 物 鹿 
丼 まな ど は を それ ぞ れ の 地元 の 食 を ど 
水 を 愉し お む お - 今 回 の テー マ の ひと つ は 「 水 」~ 賞味 くだ さい 。 


網走 湖 か ら 屈 斜路 湖 、 阿 寒 湖 、 そ し て 釧路 湿原 へ と 、 道 東 を 代表 する 湖 ・ 川 ・ 湿 
原 を 愉し み ま す 。 展 望 台 や 車 窟 、 ホ テル か ら そ の 素晴らし ひ 景 観 を 眺め 、 釧 路 川 
源流 下り や 阿寒 湖 遊 覧 船 な ど 様 々 な 角度 か ら 「 水 」 を 体感 いた だ け ま す 。 


、 ーー ブ 


こさ ) に SN (3 日 目 昼食 ) 
ー NN 厳し い 基準 で 選び 抜か れ を 
ウン 5 の HB の ジ 48 地下 閣 の 依 首 最 夷 鹿 肉 を ど 賞 味 く だ さい 。 


所 部 屋 の 例 
5 ら 洋室 
屈 斜路 プリ ンス ホテ ル 洋室 
レイ クビ ュー ツイ ン 
日 本 一 の カル デラ 湖 、 届 斜路 湖畔 に あり 、 天 気 の 良 い 日 は 
朝 の 散歩 も や お すす めで す 。 


釧路 川 源流 下り 


あか ん 遊 久 の 里 鈴 雅 別館 


窓 の 外 に 広がる の は 阿寒 湖 の 絶景 ! 四 季 折 々 の 景色 を お 
釧路 湿原 愉し みく だ さい 。 


阿寒 湖 遊覧 
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長野 ・ 新 潟 6 日 間 私 、「 宮 嶋 1 


日 本 の 原 風景 、 長 野 と 新潟 の 山里 に て 。 
美酒 ・ 美 食 ・ 自 然 美 を 満喫 。 
ーー 山海 を 走る 観光 列車 「Sj 玉 Krg」 号 らら 
口 に も 


奈良 井 答 歴史 さん ぼ 


KN 旧 中 山道 の 和 宿場 町 で 全長 7.5k ヵ ある 奈良 井 宿 で 
伝統 建築 を 見 友 が ら 街 あ 歩 きま す 。 1 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 注目 の 信州 ・ 塩 尻 ワ イナ リー と 


東京 駅 (8:309:30) 発 ==( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー= 佐 久 平 駅 5 
ーー「PachaMaMal (地産 地 消 の 古 民 家 レ スト ラン で の ご 昼食 ) 一 人 読 の 直後 日 本 酒 三 元 で 


08 ES 宿 一 奈良 井 宿泊 (17:30 頃 ) 見 学 と 試飲 を 楽し み ま す 


加 2 人 ホテ ル 内 に て 季節 の 地域 食材 を 活か し た [新郷 土 料理 」 周 較 
2 | ホテ ル (9:00 頃 ) 一 木曽 平沢 漆器 工房 一 〇 塩尻 ワイ ナリ ー の 長野 の : 日 本 ワイ 2 2 3 
回 コ ーー ンー 」 バレ ー。 コン コー / ーー 7 
10714 cs ウ 2 を 見 渡す 丘 の 上 で の 特設 ラン チーー の 〇 小布施 に 信 末寺 が Mi を 重ね 、 県 県 内 に 根付 か 
必 AlessssiEH0060 定 "ーーー ー 回 還 し | ん 先 双 りみ で す 。 そ の 技術 を も と に メシ ロー、 シ ャ ルド ネ な どの 欧州 系 の 品種 を 植え て きま し た 。 
ホテ ル (8:00 頂 ) 一 上 越 妙 高 駅 HH 観光 列車 [Shu*Kura] 号 Tr 現地 で の み 感 じ ら れ る 「 究 気 、 風 、 香 と 味 、 声 」 に 触れ な が ら 「 世 界 た 誇る 塩 尻 ウィ ン 」 を 是非! 
う | 十日町 駅 一 新潟 名 物 へ ぎ そ ば の ご 昼食 一 - 日 本 酒蔵 元 (見 
10715| 学 と 試飲 ) 一 越後 湯沢 温泉 泊 (16:30) 
+) | 本 ホテ ル 内 に て 会 席料 理 日 四 食 | 「PgchgMoMg」G 日 目 昼食 ) 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 O 燕 市 産業 資料 館 ( 見 学 と 純 鋼 タ ン ブ ラ ー 築 700 年 の 古 民家 を 改装 し を カフ ェ レ スト ラン 。「 母 な る 大 
4 | 還 づく り 体験 ) ニー イタ リア 料理 の ご 昼食 一 一 新潟 港 ン ジェ ッ ト 地 」 と いう 意味 の 店 名 の 通り 、 大 地 の 恵 ろ を 活か し た 地産 略 
10716] 謙 フォ イル ンー ン 佐渡 島 ・ 両 津 港 佐渡 島 ( 佐 和田 ) 泊 (18:00 頃 ) 地 消 の 創作 料理 を 提供 し 、 ど と こ か ホッ と で きる 空間 で す 。 
| 還 2 了 ホテ ル 内 に て フラ ンス 料理 較 司 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 O 〇 宿根 木 - た らい 勾 体 験 =ー「 六 囲 】( 佐 渡っ 美食 と 滞在 を 楽し め る 趣 の ある お 和 宿 


つう 

どん と 佐渡 の 海 の 幸 の ご 昼食 ) 一 〇 トキ の 森 公園 一 一 佐渡 島 
977 (佐和 田 ) 泊 (17:00 候 ) 
| 還 還 2 信 殆 ホテ ル 内 に て 会 席料 理 國 司 多 


多く の 旅人 で 賑わっ た 往時 の 雰囲気 
を 今 $ 残 す 和 宿場 町 ・ 人 奈良 井 宿 に て 、 


ホテ ル (9:00 頃 ) = ニー 佐渡 金山 …… 〇 人 金 箱 も の づく り 体 験 一 町 の シン ボル の 酒蔵 だ っ た 「 本 館 ・ 歳 
6 | 「sElsUKE Next Door」 に て フラ ンス 料理 の ご 昼食 一 両津 洪 吉屋 」 と 、 江 戸 時 代 の と の 町 の 主要 
0 マン 新潟 港 一 一 新潟 駅 エー( 上 越 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 東 京 駅 産業 ・ 曲 物 職人 の 住居 を 引き 継い だ 
(20:30 一 21:30) 着 國 悦 」 「 上原 屋 」 の 二 棟 ・ 全 12 室 の 分 散 型 
(利用 バス 会 社 〉 ア ル ピ コ 交通 、 栄 和 観 光 、 電光 邊 動車 て まり パス 、 フ クト 観光 バ NGO 
ス 、 平 成 交通 、 新 潟 交通 佐渡 、 万 代 タ フシ ー ※2 昼食 は 荒天 の 際 は 併設 レス トラ ン 由 。 ※ 伝 統 的 建築 を 活か し た ホテ ル の た め 、 お 部 
内 と な り ます 。※「Shu*KUral 号 や ジェ ッ ト フォ イル 運休 は 行程 が 大 由 に 変更 と な る 場合 pYAKU Ngrgi 屋 の 造り や 大 き さ は 全て 異な り ま す 。 内 部 で 1 
が ご ざい ます 。* は 荒天 の 際 は 乗船 で きま せん 。※ 佐 渡 金山 で は 金山 坊 首 見 B と OR 9 
し て いま す 。 琉 道 の コ ー ス は 全長 500m、 階 段 合計 190 段 ご ざい ます 。※ 新 0 ら 和 5 、 。  ※ ホ テル は 奈 の 中 心 き 、 駐 車 
潟 洪 ま で は ジャ ン ポ タク シー に て 分 乗 と な り ます 。※ 佐 渡島 で は 利用 パス は 中 乱 パス と な り 和洋 室 | 本 館 ・ 歳 吉屋 ツイ ン ま た は ダブ ル か ら 徒 歩 ?ー8 分 か か り ます 。 
ます 。※ 裏 表紙 の 「 ご 案内 ・ ご 注意 ] も 必ず お 読み くだ さい 。 
輸 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 〉BYAKU Narai( 本 館 歳 吉屋 ・ 和 洋室 ・ ツ イン また 
は ダブ ル ※ 選 べ ま せん 。 ) 2 泊 長野 県 ・ 長 野 〉 国際 2 1 長野 (スタ ンダ ー ド ツイ ン 
グ 25m 1) 〈3 泊 新潟 県 ・ 越 後 湯沢 温泉 〉 松 泉 閣 化 月 (和洋 E ダ ン ツ イン グ 40 
m) 〈4・5 日 目 新 潟 県 ・ 佐 渡島 (佐和 田 ))RYOKAN 浦島 (洋室 ・ デ ラッ フス ツイ ン ま 
た は クラ ブル ー ム ノ 40m) 
※ ク ラブ ルー ム の 場合 は 、 ダ ブル ベッ ド の お 部 屋 と な る 可能 性 が ご ざい ます (事前 に 選べ ませ ん ) 。 


※RYOKAN 浦 島 に は 大 浴場 が あり ます が 、 温 泉 で は ご ざい ト せ ん 。 また 、 東 館 と 南館 が あり 大 浴 
場 は 南館 に あり ます の で 、 外 を 歩い て の ご 移動 に な り ます 。 大 浴場 は 3 階 に あり 、 エ レベ ー タ ー は ご 
ざい ませ ん 。 階 段 で の ご 移動 に な り ま す 。 


トマ 例 


最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 ペー 越後 湯 沢 温泉 90 
出発 日 2022 年 10 月 13 日 ( 木 ) ョ 較 松 泉 半 花 月 RYOKAN 浦 島 
ご 旅行 代金 お ] 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5005-6 ニニ ーー ニー 
y デン ツイ ・ 2 プッ ッ ツイ ・ ラブ ルー 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 和洋 室 SO 吉 消 (002002 20 / み 
東京 駅 発着 520,000 590.000 由 地元 の 食材 を 中 心 に 自家 菜園 の 野菜 | 新鮮 な 佐渡 の 食材 を 極上 の 和食 や フ 
佐久 平 駅 合流 ・ 新 潟 駅 離 団 490.000 ロ 560.000 ロ ゃ 取り 入れ た お 料理 が 人 気 。 源 泉 の 地 レン チ で 味わえ る 美食 の 宿 。 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 6 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 潤 を そろ えた 上 善 パー も ど ざ いま す 。 
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私 、「 加 藤 悦子 」 が ど 案 内 し ます 。 
隠岐 諸島 を 訪れ て 北欧 の フェ ロー 諸島 を 思い 出し まし た 。 
カラ フル な 岩 璧 、 険 骨 友 断崖 、 海 に 浮か ぶ 島 々 、 そ し て 

人 々 が 紡い だ 歴史 。 ユ ネス コ 世 界 ジ オ パ ー ク に ゃ 認定 され 
た 上 魅力 ある 隠岐 に 1 泊 や 2 泊 で は も っ た いな い 。 

島 前 、 島 後 両 方 に 連 泊 し 、 じ っ く 》5 と お 楽し みく だ さい 。 


区 ム 小 
較 織 低 


々 っ 
= 
時 人 
が 軸 組 


3 aa # 歴 お ボ パ 山 が か ら の 眺め ( 知 太 里 島 誠 
隊 岐 の ) EK HU スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


も イ と 共 ンー め ぼ ぼ 伊丹 空港 (13:30) 発 - ヽ 隠岐 空港 着 一 - 現 地 ガ イド と 島 後 観光 
自然 NN 現地 ド ト に 控 訪 ] | 軒 G 自 然 館 、 〇 玉 若 酢 命 神社 、 〇 八 百 杉 ーー 西郷 港 発 へ ン (高速 
た た ノブ 321 ーッ 中 ノ 島 泊 (18:45 頃 ) 
Pe 上 神社 ゆ a 久 珍 添乗 上 員 お すす め の レ スト ラン へ ご 案内 し ます 品 ロ 賠 
上 四 ホテ ル (9:45 頃 ) 一 一 竣 浦 洪 ン (内 航 朋 ) へ ン 来 居 港 一 現 地 
隠岐 の 開拓 に 関わ っ ガイ ド と 知夫 還 観 光 〇 赤 ハ ゲ 山 、 〇 赤 産 展望 所 、 〇 岩 ガ キ エ 
を 王 着 酢 命 を 祀 る 、 う | 周 回 場 一 一 地元 の 食材 を 使っ た 創作 料理 の ご 昼食 一 一 来 居 港 ニン 
隠 財 の 中 で は 最 古 の 322| 較 (内 航船) ペン 鞭 浦 港 一 一 現地 ガイ ド と 中 ノ 島 観光 〇 隠岐 神 
神社 。 を の 次 は 素朴 (⑭) | 還 社 、 〇 後 鳥 羽 上 皇 御 火 葬 塚 、 〇 後 鳥羽 上 皇 行 在 所 貴 


な が ら ゃ 威厳 を 感じ 


島 頃 
させ ます 。 puEIMMAN 


連 人 乗員 お すす め の レ スト ラン へ ご 案内 し ます 國 司 了 
ホテ ル (8:30 頃 ) = 一 菱 浦 港 ヘン (フェリー) 、- ン 別府 港 地 
ガイ ド と 西ノ島 観光 〇 摩 天 崖 一 通 天 橋 まで の 絶景 ハイ キン グ 
( 約 2.8km ン 標高 差 235m ン 約 1 時 間 30 分 ) = 一 隠岐 名 物 さ ざ 
え 丼 の ご 昼食 〇 赤尾 展望 所 、 倫 由良 比 女 神社 ーー 〇 国 貨 
海岸 フク ルーズ ( 約 1 時 間 20 分 ) 一 一 別府 港 ヘ ン (フェ リー) ヽ ー ン 
西郷 港 昌 後 泊 (18:30 頃 ) 

回 放 府 ホテ ル 内 に て 和食 騰 國 居 
UM 6 に 生 を 〇 佐々 木 家 住宅 、 
〇 浄土 ヶ 浦 、 〇 白島 展望 台 、 〇 ロー ソフ 島 展 望 台 、 〇 壇 鏡 の 
= 隠 岐 名 物 隠 岐 そ ば の ご 昼 人 当 後 泊 (16:00 頃 ) 

妥 人 添乗 上 員 お すす め の レ スト ラン へ ご 案内 し ます 國 恒 賠 
上 ホテ ル (9:45 頃 ) = 一 〇 八尾 川 周遊 か っ ぱ 船 乗船 北 前 船 で 栄え た 
3/ 引 渡 師 町 の 風情 を 感じ な が ら の ん びり クル ー ズ ( 約 45 分 ) = 一 隠岐 空 
言 ) | 港 一 伊丹 空港 (15:35) 國 


〈 利 用 航空 会 社 〉JAL ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 

〈 利 用 バス 会 社 〉 島 後 : 隠 岐 一 畑 交通 2 隠岐 観光 中 ノ 島 : 隠岐 海士 交通 

知夫 里 島 : ぐ る ー り 知夫 里 島 

※ 西 ノ 島 絶景 ハイ キン グ は 、 悪 天候 時 は 代替 プロ グラ ム へ の ご 案内 や 安全 性 の 観点 より 

中 止 と な る 場合 も あり ます 。 

※ 佐 々 木 家 住 宅 の 入場 が で き な い 場合 は 代替 と し て 屋 那 の 松原 ・ 舟 / 

こ ご 案 内 し ます 。 

※ 島 後 一 島 前 間 の 高速 船 に 持ち 込め る 荷物 は 、 お 1 人 2 個 ま で (ハン ド バ ッ グ ・ 傘 を 除く ) 。 

1 個 の 大 き さ は 3 辺 の 合計 が 100cm、 重 さ 10kg ま で で す 。 

※1・2 泊 目 宿泊 の EntG で 新館 NEST へ の アッ プ グ レー ド を ご 希望 の 方 は お 問い 合わ せ 
くだ さい 。 

※ 裏 表紙 の 「 ご 案内 ・ ご 注意 ] も 必ず お 読み くだ さい 。 

圏 宿泊 :〈1・2 泊 目 ン 隠岐 中 ノ 島 ( 海 土 町 )〉EntO(BASE 洋 室 ・ ツ イン 26mi) 

〈3・4 泊 目 隠 岐 島 後 (隠岐 の 島町 )〉 隠岐 ビュ ー ポ ボート ホテ ル (洋室: ツイ ング 24mi) 

※ 大 浴場 は あり ませ ん 。 


赤壁 【 知 夫 里 鳥 】 摩 天 崖 【 西 ノ 鳥 】 
知夫 里 島 の 西岸 に 続く 断崖 絶 胡 に ある 海抜 25Z カ の 大 絶壁 。 周 辺 の 牧草 地 で 
鮮やか な 赤い 岩 。 か つて の 火山 の 断面 は 牛馬 が 草 を 食 む の ん びり と し を た 光景 
を 間近 に 見 る と と が で きま す 。 が 見 られ る か も し れれ ませ ん 。 
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丁 | 


隠岐 の 食材 に 吉 吉 


美しい 海 で 育っ た 岩 ガ を を 召し 上 が っ て いた だ 
きた く 旬 が 始ま る 3 月 発 ヒ に し まし た 。 お 夕食 も 3 回 
添乗 員 お すす め の レ スト ラン へ ど 案 内 し ます 。 

隠岐 の 味覚 を ど 堪 能 く だ さい 。 


ュー 


\ 屋 群 (外観 観光 ) 


ニー SE B 。 最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
Enf6 当 FUN ト 
ー ラン テラ コッ クィ ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 員 :6 名 コー ス 番号 :1GG5005-7 
忌 ンク 5 ッ ーー 
2 名 1 室 1 名 1 
洋室 | ら す 人 々 と の 温か な 出会い を 洋室 島 後 の 去 関口 、 関口 西郷 港 フェ | 計 
コン セプト に し た 新しい 旅 の 形 リー 坦 頭 前 に 建つ 好 立 地 の 准 宙 半 380.000 ロ 430.000 
ッ イ ン 0 K 0 隠岐 空 港 合流 ・ 離 団 325,000 由 375,000 円 
添乗 員 は 1 日 目 伊丹 空港 か ら 5 日 目 伊 丹 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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ご 案内 ・ ご 注意 (必ず お 読み くだ さい 〉 


コー ス 内 容 の 変更 に つい て 亀 気象 条件 、 道 路 状況 に より 行程 (現地 出発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇 
所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど ) が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 倫 気 象 条件 に より 、 船 舶 、 ロ ー プ 
ウェ イ 等 が 運休 する 場合 が あり ます 。 食 気象 状況 に より 、 イ ベン ト が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 そ 
の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。 人 鉄道 の ダイ ヤ 改 正 、 航 空 機運 
航 ス ケ ジ ュ ー ル な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 * 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 欠 行程 
内 の 旅館 : ホ テル な どの 出発 お よび 到着 時 刻 は 目安 で 、 諸 事情 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ま 
す 。 信 週末 出発 や 行楽 シー ズン は 道路 の 混雑 が 予想 され る た め 、 到 着 時 間 が 大 幅 に 遅れ る 場合 
が あり ます 。 旬 官公 署 の 命令 や その 他 当 社 の 関与 し 得 な い 理由 が 生じ た 場合 や 、 運 送 機関 及び 
宿泊 観光 施設 等 の サー ビス の 提供 が 困難 と な っ た 場合 、 行 程 変 更 や 催行 中 止 と な る 場合 が あり 
ます 。 久 島 へ の 船 : フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 手 荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 
が ご ざい ます 。 催行 判断 に つい て 亀 ご 出発 の 56 一 30 日 前 まで に 最少 催行 人 員 に 満た な い 場 
合 は 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 客室 に つい て 亀 特 に 記載 が ある 場 
合 を 除き 、 お 部 屋 は バス トイ レ 付き と な り ます 。 倫 露天 風呂 付 客室 の 場合 、 内 風呂 が 付い て いな い 
お 部 屋 や 、 シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 屋 と な る こと が あり ます 。 坦 洋室 (また は 和洋 室 ) の 場合 、 ご 利 
用 人 数 に よっ て エキ スト ラベ ッ ド また は ソフ ァ ー ベ ッ ド を 利用 する こと が あり ます 。 旬 客室 内 の 風呂 
は ユニ ッ ト バス の 場合 が あり ます 。 お 席 に つい て 旬 航 空 機 列車 な ど お 席 の ご 希望 は 事前 に 
お 伺い で きま せん 。 カ ッ プ ル 、 同 グル ー プ の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 欠 食事 の 座席 
は 、 ツ アー 参加 の 他 の グル ー プ と 相席 と な る 可能 性 が あり ます 。 列車 : 航 空 機 に つい て 旬 東 海 
道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 の 車内 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 を 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 
荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 で す 。 詳 細 は 旅行 お 申し 込み 時 に 販売 店 に お 問い 合わ せく 
だ さい 。( 販 売店 の みな さま へ ) 特大 荷物 スペ ー ス 付き 座席 は 販売 店 で の 手配 と な り 、 現 地 合 流 ・ 
離 団 と な り ます 。 欠 航空機 ま た は 列車 利用 の コー ス に お いて 包括 旅行 割引 運賃 で の お 手配 と な っ 
た 場合 は マイ レー ジ サ ービス の 対象 外 と な り ま す 。 お 食事 に つい て 亀 一 部 行程 中 食事 が 付か 
な い コ ー ス が あり ます 。 各 自 お 済ま せく だ さい 。 食 事 の 有無 は 各 コ ー ス の スケ ジュ ー ル を ご 確認 くだ 
さい 。 念 食材: メニ ュー は 仕入れ 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 食 食物 アレ ルギー に 関し て 
は 必ず お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 ご 旅行 中 は 厳密 な 「 ア レル ギー 物資 除去 食 」 の 
提供 は で きま せん 。 ア レル ギー 対応 で 追加 代金 が 発生 する 場合 は 、 現 地 払 いと な り ま す 。 お 子 
様 の 参加 に つい て 久 未 就学 見 の お 子 様 の ご 参加 は ご 遠慮 いた だ いて お り ま す 。 人 お子様 の 旅 
行 代 金 は お 問合せ くだ さい 。 た だ し 、 コ ー ス に より 対応 で き な い 場合 が あり ます 。 掲載 写真 に つ 
いて 劉 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 


公共 交通 機関 に つい て 
各社 の 感染 対策 ガイ ドラ イン に 沿っ た 対応 を 確認 の 上 
利用 し ます 


@ 利 用 施設 ・ 和 貸切 バス ・ タ クシ ー に つい て 


⑲ こま め な 除 菌 、 清 掃 、 換 気 に 加え 従業 員 の 検温 、 マ スク 等 の 
アジ? 連 適切 な 着用 、 う が いや 手指 の 消毒 の 励行 、 体 調 管理 の 徹 
底 を 要請 し て お り ま す 


※ 各 業界 の 対策 ガイ ドラ イン に 沿っ た 対応 を 
@ 行 程 中 の 観光 に つい て 


観光 時 の ご 案内 や 散策 は 少 人 数 に 分 か れ 、 ソ ー シ ャ ル 
刈 ディ スタ ンス の 確保 に 努め ます 


(イヤ ホン ガイ ド な ど を 利用 する 場合 が あり ます ) 


⑳ 添 乗員 に つい て 

彰 王 和 日 の 検温 と 手指 の こま め な 消 夫 を 実施 し ます 

W4 ・3 密 (密閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ) を 極力 避け 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス を 確保 し た ツ 
アー 行程 の 管理 に 努め ます 

お 客 様 ご 自身 で の 体調 管理 の お 願い 


電 ご 自身 の 体調 管理 を お 願い し ます 。 ツ アー 中 は マス ク 着 用 ・ 手 洗い ・ 咳 エチ 
(た 欠 ケッ ト 等 感染 防止 対策 を 励行 いた だ きま す 


安全 な ツア ー 催 行 へ 向け て 


こつ 居 健康 アン ケー ト を 実施 させ て いた だ きま す 
アァ ー 中 は 毎日 検温 を 実施 させ て いた だ き 、 お 客 様 の 健康 状態 に よっ て は 
ご 参加 の 自粛 を 要請 させ て いた だ く 場 合 が あり ます 


= キー= コ JR (新幹線 ・ 在 来 線 特急 ) 
ー へ 航空 機 "ヘス ン 船 フ ェ リ ー 
…・〈 人 力 車 〉…・ 人 力 車 
国境 例 同 号 信 還 タ 食 [ 食事 な し 

( 〇 入場 し て の 観光 (下車 し て の 観光 位 車 窓 か ら の 観光 


ーー 一 バス (タク シー・ ジ ャ ン ボ タク シー) 
… い 徒歩 十 HHF 私 鉄 


※ 上 記 は 、 今 後 の 状 況 に よっ て は 必要 に 応じ て 見 直し ます 。 ま た 、 政 府 や 地方 自治 体 か ら の 要請 等 に より 急 避 変 更 と な 
る 場合 が あり ます 。※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 対策 に 伴い 、 イ ベン ト が 中 止 と な る 場合 、 ま た 観光 地 に お いて 通常 よ 
り も 所 要 時 間 を 要する 場合 が あり ます 。※ 官 公署 の 命令 や その 他 社 の 関与 し 得 な い 事 由 が 生じ た 場合 や 運送 機関 
及び 宿泊 . 観 光 施設 等 の サー ビス の 提供 が 困難 と 判断 され た 場合 、 行 程 の 変更 また は 催行 の 中 止 を させ て いた だ く 場 
合 が ご ざい ます 。※ 国 や 各自 治 体 か の ら の 要請 に 伴い 、 食事 場所 で の アル コー ル 類 の 提供 を 中 止 する 場合 が ご ざい ます 。 


ご 旅行 条件 (要約 ) お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 
(受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で きる 


@ 共 集 型 企画 旅行 契約 契約 解除 の 日 取消 料 ( お ひと り 様 ) 


この 旅行 は 、( 株 )JTB (以下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 還 カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ま す 。 ) 

旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 旅行 契 約 」 と | _ (日 帰り 旅行 に あっ て は 1 1 日 目 ) 無料 (1 契約 成立 は 、 当 社 が 電 冶 氏 便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 

いう ) を 締結 する こと に な り ます 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡 | 旅行 開始 日 2)20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 し た と き (e-mail 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 

し する 旅行 条件 書 ( 全 文 )、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書 2 (日帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 209% に 到達 し た と き ) と し ます 。 ま た 申込 時 に は 「 会 員 番号 ・: カ ー ド 有効 期限 」 等 

面 及び 当社 旅行 業 約款 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 下 記 旅 | その ほっ て (3-6 を 除く ) を 通知 し て 頂き ます 。 

行 条件 と 別途 お 渡し する 旅行 条件 書 ( 全 文 ) に 記載 され た 条件 と の 相違 が あ 3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 生 5 (②) [カー ド 利 用 日 」 と は 旅行 代金 等 の 二 払 い 又は 払 記し 債務 を 履行 すべ き 日 

る 場合 は 、 下 記 旅行 条件 が 適用 され ます 。 (4 ご 6 を 除く ) 行 代金 の 306 を いい ます 。 旅行 代金 の カー ド 利用 日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 (但し 、 成 

@ 旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 旅行 始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 4056 業 上 に あたる 電 る は 日 |」 と し ま す ) ま た 取 滑 料 の フード の 利用 日 は 

(1) 必 要 事 項 を お 申し 出 の うえ 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 5) 当日 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% | としま す (し 和信 か が 7 行人 人 の カー ド 
お 申込 金 は 、 旅 行 代金 お 支払 い の 際 差 し 引か せ て いた だ きま す 。 6) 旅行 開始 後 の 解除 又は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取消 料 を 差し 引い た 額 


(2) 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 及 び イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 で お 申し 込 お客様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス 変 更 、 運 送 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 の 一 部 
み の 場 合 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 通 知 し た 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に へ ぶ 唱 に つい て も 人 へ 体 に 記す る お 所 半 と みな | 取 道 料 の 持久 と か _ 
申込 全 の 支払 を し て いた だ きま す 。 の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 

(3) 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受領 し た と き に 成立 す 念 旅 行 代 金 に 含ま れる も の 
る も の と し ます 。 (1) 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 普通 席 

(4) お 申込 金 ( お ひと り ) (エコ ノミ ー ク ラス ) 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 場 料 * 拝 観 料 等 及び 消費 税 諸税 。 


PS 用 日 と し て 払い 戻し 


(3) 与信 等 の 理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で 

きま ない 場合 当社 は 通信 契約 を 解除 し 、 規 定 の 取 当 同額 の 違約 料 
し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代 
の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


陵 


旅行 代金 お 申込 金 (RS リコ 団体 行動 に 必要 な 心 付 。 ご けが を した 曲り 移送 費 等 が が あら 24 あり ます 
1 回 還 3) その 他 、 旅 行 代金 に 含ま れる 旨 表 示し た も の 。 ご 旅行 中 、 け が "か か る こと が 。 
SRA 旅行 人 の 2076D 放 行人 金 ま で | ご れ 8 の 人 用 はお 和 欄 の ご 入る に より 、 一 利用 きれ な く て も 原則 と し て 払い 記し は い し 故 の 場合 加 和 者 へ の 捕 求 や 凡人 の 回 収 が 大 変 困難 で 
35 万 円 未 滴 70.000 円 以上 旅行 代金 まで た し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 場合 が あり ます 。 これら を 担保 する た め HE 邊 で 分 な 本 の 国 
30 万 円 未 清 60.000 円 以上 旅行 代金 まで @ 特 別 補償 行人 に 人 する こと を お らし ます 。 邊 に に つい て は 、 お 申 
25 万 円 50.000 円 以上 旅行 代金 まで 半 、 当 社 また は 当 村 が 手記 を 人 全 さ せ た 者 の 人 間 ま た は 骨 朱 の 有無 に か か わら Ir 
20 円 末 清 000 国 尼 旅人 8 人 P に か っ 人 も 外来 の に より 、 そ の 人 本 軸 旅 行 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 され た 申 和書 等 に 記載 され た 個人 
15 万 円 未満 30.000 円 以上 旅行 代金 まで た 一 定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金 額 の 範囲 に お いて 、 補 償 多 又は 見 舞 金 を 支払 い 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 欄 
10 万 円 未満 20.000 円 以上 旅行 代金 まで ます 。 な お 、 手 人 荷 物 の 損害 に 対し て 保険 全 を 到 払 うべ き 保 険 全 約 か ある 場合 0 が お 中 し 込み いた だ いた 旅行 に お いて 運 須 - 泊 補 関 ・ 官公 署 等 の 提供 する 
5 万 円 未満 10.000 円 以上 旅行 代金 まで 当社 は 、 当 社 が 支払 うべ き損 害 補 億 額 を 小額 する こと が あり ます 。 サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め に 手続 に 必要 な 範囲 内 で 
コ 人 補償 人 :1500 万 円 入院 旧 人 : 220 万 円 ・ 通 了 上 人 1 5 円 利用 させ て いた だ きま す 。 こ の ば か 、 当 社 お よび 上 売店 で は け 、 下 得 し た 仙人 本 
国語 の : 各 寺 人 お 客 様 1 名 に つき 15 万 円 (た だ し 、 捕 償 対 旬 品 1 個 あたり 音 及 び 当社 の サイ ト 門 履歴 時 履 旗 並び に 当社 提供 アブ リ 和 用 時 の 行 
旅行 代金 は 旅行 出発 日 の 前 日 か 5 さか の ぽ っ て 13 日 目 に あたる 日 より 前 (お 申し と し ます ae た り 剖 必 歴 な どの 個人 情報 を 、① 当 福 及 び 当 れ と 提携 する 條 業 の 商品 や サー 
スキ ャ ン ペ ー ン の ご 案 内 の 旅 大 加 後 の ご 草 見 や ご 破 想 の ご 提供 の お 原 い 


込み が 間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで ) に お 支払 くだ さい 。 ま た 、 お 客 様 但 お の 

が 当社 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 著名 な くし て 旅行 代 3 to に きれ た 旅行 サー ビス を 骨 に 人 ⑨ ア ン ケー ト の お 腺 い 特典 サー ビス の 提供 統計 資料 の 作成 に お 客 様 の 
金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 な ど を お 支払 いた だ く こ と が あり ます 。 こ の 場合 の カー ド する た め 、 万 が 一 契約 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た と 認識 し た と き は 、 旅 個人 情報 を 利用 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 

利用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅行 サー ET 旅行 朱 件 ・ 旅 行 代金 の 基準 - 

人 取消 料 は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 と の 旅行 条件 は 2022 年 6 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2022 
旋 北 お客様 の 和合 で 交 を 角 除 れる と き は 、 次 の 多額 取消 @ [ 遂 全 約 」 を 二 され る お 密 析 と の 旅人 了 年 6 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 規則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 

料 と し て 申し 受け ます 。 当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 会 員 ] と いい ます 。) よ り 「 会 員 の | 合 . ホ テル 等 に お いて 、 お 客 様 が 酒類 . 料 理 . て の 他 の サー ビス 等 を 追加 され 
な 行 代 消 料 を 受け る 」 こ と (以下 「 通 信 いい 剛 選 

ます を 条 件 に お 中込 み を 生け た 場合 、 授 人 の 搬 和 未 件 と は 以下 の 上 で なり ます 。 | た 坦 合 は 原則 と し て 消費 生 どの 講和 が 課せ や られ ます の で ご 了承 くだ きい 。 


@ お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


人 @ 旅 行 自画 ・ 実 施 


/ 株 式 会 社 | 


長 下 登録 旅行 業 第 64 号 一 般 社 団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 


感動 の そば に 、 い つも る 。 人 者 | 区 東 品 川 2-3-11 〒140-8602 2 
) ポニ ド 健 証 全員 旅行 業 公正 取引 
ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 協 議 ヒー 会 員 ーー 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 総合 旅行 業務 取扱 
管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


う OCVB、 竹 富島 水牛 車 、 種子島 宇宙 セン ター・ 宇 宙 科 学 技術 館内 ⑥JAXA、 屋 久 島 (イメ ー ジ )、 白 米 千 枚 田 写真 提供 : 石 川 県 観光 連 申 


表紙 の 写真 : (上 段 ) 星 空 ウ ォ ッ チン グ ( イ メー 
写真 提供 : 奥 会 津 郷 土 写真 家 星 賢 才 (2020 年 10 月 31 日 撮影 )、 不 思 議 の 森 、 赤 ハゲ 山 か ら の 眺め (知夫 里 島 )、BYAKU Narai 外観 


(下段 北山 崎 、 第 一 内 見 川橋 染 (イメ ー ジ ) 4444060 


